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発表要旨 

 内モンゴル大草原は遊牧地域である。遊牧民たちは遊牧文化を作り、草原で生活してきた。遊牧民た

ちの草原というのは、草が生えている原だけではなく、遊牧民、牧畜と草原が一つの生活空間になり、

遊牧文化そのものであるとも言えるだろう。しかし、2000 年頃に砂嵐の被害が起きてから、放牧が砂嵐

の原因と中国政府に指摘され、牧畜を草原から排除する｢生態移民｣政策が実施された。本発表では、草

原で実施されてきた諸政策を分析によって、草原が政府にどのように解釈されているかを明らかにし、

生態移民政策の実態を探ることである。この結果を踏まえて、生態移民政策が牧畜地域を近代化できる

かと政策の影響を分析してみたい。 

 

１．調査地概要 

①内モンゴル自治区： 

経緯度：126°04′E～97°12′E，37°24′N～53°23′N   面積：118.3 万㎞２ 

中国の北部に位置している、中国の少数民族自治区の一つ 

人口は 2489.85 万人、モンゴル民族は 422.6 万人で 17.1%を占めている 

②シリーンゴル盟 

内モンゴル自治区の中部に位置している  面積は 20.2 万㎞２ 

草原としての生態環境が保たれていると言われている極少ない草原地域の一つ 

人口は 102 万人、モンゴル民族は約 31 万人で全体の 30.13%を占めている 
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２．自然環境 

乾燥した草原地域であり、年間の降水量が 300 ミリ以下 

年間気温の差は約 60 度（夏は 35 度を超え、冬は－25 度ぐらい） 

   

  

 

３．生態環境に関する諸政策 

3.1 草と牧畜のバランスを調整する政策 

 時間：2000 年から実施 

 内容：牧草地の生産量を測定し、家畜頭数を制限する 

3.2  「移住扶貧」政策 

 時間：2001 年から実施 

 内容：移住により、脱貧困を目指す 

3.3 「囲封遷移」政策  

 時間：2002 年から実施 

 内容：牧草地を封鎖し、住民を移住させる 

3.4 「両遷双勝」政策  

 時間：2006 年から実施 

 内容：生活様式の変更、牧畜人口を移転、生態的効果、経済的効果  

⇒牧畜の増加させる政策から牧畜や牧畜民たちを草原から排除するようになった 



４．牧畜民たちの移住（＝生態移民） 

4.1 移住動機分析 

 資源不足タイプ 

 最大利益を追求するタイプ  

 労働力不足タイプ  

4.2 共有された未来像 

 

 

５．｢乳牛飼育民｣の誕生 

 2 年間収入がない生活  

 牧草や飼料の価額が高騰  

 環境に馴染めない乳牛の病気  

 借金や後払いで買い物する生活  

 →｢乳牛飼育民｣とは、借金だらけの状況から誕生している  

  

 

６．乳牛飼育業の構造 

 「乳牛飼育民」：牧畜業に従事していた人々  

 ミルクステーション： 

 ミルクを集めて、加工工場へ運送する役割、資金を持っている商人たち 

 ミルク加工工場：フフホト市にいる伊利と蒙牛、1990 年代以降急速に成長 

 政府部門：乳牛飼育業を企画・動員・管理・監督  



７．生態移民たちの生活 

7.1 居住環境 

 煙や塵等の環境汚染 

 ゴミ処理が不十分の問題 

 汚染による生態移民たちに与えた災害 

7.2 経済状況 

 

 

 

 

 

7.3 文化 

 食文化の変化  

・ミルク茶が飲めなくなっている 

・乳製品が作れなくなっている 

・羊肉の食べられなくっている 

 伝統行事の変化  

・オボー祭り：ない 

・お祝 ：行きたくない 

・お正月：出たくない 

 

８．乳牛飼育業の破談 

8.1 メラミン事件  

 2008 年に、三鹿乳企業の製品から検出  

 ミルク運送者たちが不法な混入  

 三鹿、伊利、蒙牛等の 22 社の製品から検出  

 2009 年 1 月 8 日までに、全国で患者数は 29.6 万人  

 メラミン事件後、ミルクの検査が厳しくなった  

8.2 口蹄疫の感染  

 口蹄疫とは家畜感染病の一種類で、もっとも感染力が強いウイルス  

 日本等の各国では、家畜を処分し、感染した地域に徹底的な消毒を行っている  

 生態移民村では検出された最初の事例は 2004 年  

 政府の不適度な対応により、口蹄疫の感染が広がり  

⇒ メラミン事件と口蹄疫の感染で、生態移民たちの乳牛飼育業が破談 



９．破談後の生態移民たち 

9.1 牧畜地域へ戻った事例  

 特徴：最大利益を追求するタイプの人々が中心  

 問題：政府の許可なく、違法な移住  

9.2 第三次産業へ転業した事例  

 特徴：技術を持っている人々  

 問題：仕事のチャンスが少ない、法的保障がない  

9.3 生態移民村に残っている事例  

 子供の教育のため  

9.4 社会保障制度に頼る事例  

 年寄りの人々が年金制度に頼る  

 酒や麻雀で時間を潰すこと  

 

10．まとめ 

 政府の目指した生態環境とは ： 放牧不可能な｢緑の障壁｣を作ること  

 牧畜民から乳牛飼育業へ転業できる可能性  

分散型乳牛飼育する人々の欠点  

乳牛飼育業構造上の問題点  

⇒不可能 

 生態移民政策の影響  

移住した牧畜民が貧困化  

牧畜民の文化を喪失  
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